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新エネルギー委員会のお知らせ(第３０２回) 

 

日 時 平成２８年７月５日（火）午後１時半～４時 

場 所 衆議院第一議員会館 地下１階 第５会議室 

    千代田区永田町２－２－１ 

    ◆国会議事堂前駅（丸の内線・千代田線）①番出口より２分、永田町

駅（有楽町線・半蔵門線）①番出口より下車５分。当日、午後１時

より、議員会館玄関にて、通行証を差し上げます。その時刻前に到

着された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。会

議開始後にお越しの方は、受付に「第５会議室に行きたい」旨お伝

え下されば、お迎えに参ります。 

 

議 題  １、最近の再生・新エネルギーについて想う 

        挨拶 中島稔新エネルギー委員長 

       ２、中島委員長ご提供のエネルギーに関するビデオ視聴 

        ―― 微生物発電、小水力発電、石炭火力発電について ―― 

     ３、『新エネルギー関連ニュース NO.１５７』 

      解説 中島稔新エネルギー委員長 

    

報 告  去る６月７日開催の第３０１回新エネルギー委員会は、中島稔新エ

ネルギー委員長が議長を務め行われました。 

 まず、中島稔委員長より『新エネルギー関連ニュース№１５６』の

解説がありました。今回は、〇経済産業省は、太陽光発電でつくった

電気をためる家庭用蓄電池に補助金をだして普及を促す。〇洋上で風

力発電により電力で水素をつくり、船の燃料とする「燃料電池船」の

実証試験を実施。〇東京オリンピックの選手村を対象としたプロジェ

クトが始まる。水素ステーションや水素パイプライン、さらには電

力・熱・水素を供給できる次世代燃料電池を導入する。〇政府は「地

熱開発理解促進関連事業支援補助金」を開始し、２６件のプロジェク 



 

 

 

 

 

 

トを促進中。〇石炭火力の発電効率が従来の３６％程度から、５０％へ。など

の解説があり、一同大いに勉強になりました。 

 次に、東京都市大学准教授の高津淑人（こうづまさと）准教授より、「有害

排水を出さずにバイオディーゼルを生成する技術」と題して解説がありました。

使用済みのてんぷら油などの廃食油を原料とする軽油代替燃料・バイオディー

ゼル。再生可能エネルギーとして期待されているが、従来の製法では、①有害

な廃水と②触媒（水酸化アルカリ）を含むグリセリンを副生する点が悩みの種

だった。こうした問題を解決するため、①については、石灰石（酸化カルシウ

ム）を使った溶けない触媒を開発することにより、有害な廃水が出ないシステ

ムづくりに成功した。②については、グリセリンを燃料として使った後に残っ

た触媒を道路舗装材として再利用することで解決した（前田道路と協同開発）。

京都市の環境局もこの試みに協力している。廃食油を集め、１日に５トンのバ

イオディーゼルを生産。これを、９３台の市営バス（バイオディーゼル２０％

添加）と１５０台のゴミ収集車（バイオディーゼル１００％）で実際に使用・

稼働させている。しかし、これを外販し、全国に広げていくためには、ＪＩＳ

規格やそれよりもさらに厳しい首都圏９都県市の条例をクリアしていかなけれ

ばならない。そのためにはさらなる高品質化が必要だ。先生の構想としては

「バイオディーゼル蒸留精製センター」を建設し、そこに品質が規格に満たな

いバイオディーゼルを集めて、蒸留法によって高品質化する、というもの。ま

た、現在の想定コストは２５０円/ℓだが、将来的には１００円以下にすること

も不可能ではない。東京オリンピックに向けた燃料や資材としての利用を目標

に、２０１８年頃の実現を目指している。 
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★当日会費 五百円 にご協力お願い申し上げます。 

  次回、７月５日（火）の新エネルギー委員会に 
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